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近畿大学薬学部は、近畿大学の建学の精神である「実学教育と⼈格の陶冶」に則り、未来
志向の教育を展開しております。6 年制の医療薬学科では、「薬に関する高度な知識と臨床
技能を有し、優れたコミュニケーション能力と問題解決能力を備えた薬剤師の養成」を、4
年制の創薬科学科では、「医薬品の創製・開発・適用などの分野において⼈類の健康と福祉
に貢献する創造性豊かな薬学研究者・技術者の育成」を教育目標として掲げています。 

この目標の実現に向けて、医療・薬学を取り巻く社会的要請や環境の変化を踏まえ、教育
内容・方法の継続的な見直しを進めております。医療薬学科では新しい薬学教育モデル・コ
ア・カリキュラムに対応した新カリキュラムを導入し、令和 6 年 4 月以降の入学生から薬
学実践実習（アドバンスト実習）を導入して、トライアルを開始しているところです。また、
創薬科学科では臨床検査技師の資格取得のためのカリキュラムや外国語教育、キャリア教
育などを充実させ、幅広い教養と専門性、柔軟な思考力、高い倫理観を備えた⼈材の育成に
努めています。 

また、建学の精神に基づく「実学教育」の実践として、研究活動によって得られた成果を
積極的に社会へ発信し、実用化による社会貢献にも取り組んでおります。さらに、本学部は
文部科学省の令和７年度予算事業「薬学教育における創薬研究⼈材養成のための調査研究」
において、「次世代創薬⼈材育成アカデミー―基礎研究・治験・製造・品質保証」（代表：大
阪大学）に連携校として参画することとなりました。本事業では、基礎研究から治験、製造、
品質保証に至るまで創薬の全過程を網羅した博士課程プログラムを構築し、創薬に貢献す
る⼈材の育成強化を目的としております。近畿大学のほか、京都大学、和歌山県立医科大学、
立命館大学が参画し、5 大学間の連携・協力によって実践的かつ高度な教育研究体制の構築
を進めてまいります。 

薬学を取り巻く環境が急速に変化する中で、今後も時代の要請に的確に応えるべく、教
育・研究体制のさらなる充実を図っていく所存です。 

本報告書は、近畿大学薬学部の令和７年度の教育・研究活動の成果をとりまとめたもので
す。ご高覧のうえ、忌憚のないご意見・ご助言を賜れますと幸いです。 

今後とも変わらぬご指導ご鞭撻を賜りますよう、心よりお願い申し上げます。 
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令和7年度 近畿大学薬学部行事一覧
4/1 令和７年度 年度開始・オリエンテーション
4/2 英語・専門科目プレイスメントテスト
4/2 大学院 履修ガイダンス
4/3 オリエンテーション・⽩浜研修（〜4/4）
4/5 入学式
4/7 前期授業開始 履修登録（〜4/16）
7/5 博士前期・修士課程 学内推薦入学選抜
7/5 医療薬学科 卒論発表会（ポスター発表）
7/12 医療薬学科 卒論発表会（口頭発表）
7/28 前期定期試験（〜8/2）
8/1 研究室配属説明 紹介動画視聴期間（〜9/5）
8/5 CBT体験受験
9/11 卒業式（9月卒業生対象）
9/12 後期授業開始
9/13 大学院入試（学内選考・一般選考・社会人選考）
10/11 前期留学生入試
11/22 薬学部 推薦入試（〜11/23）
11/29 OSCE試験
12/6 薬学部 推薦入試（〜12/7）
12/23 CBT本試験

令和8年 1/24 一般前期（A⽇程）入試（〜1/25）
1/29 後期定期試験（〜2/6）
2/5 博士論文公聴会
2/6 創薬科学科 卒論発表会
2/7 大学院 修士論文発表会
2/11 一般前期（B⽇程）入試（〜2/14）
2/18 第72回 臨床検査技師国家試験
2/21 後期留学生入試
2/21 大学院入試（一般選考）
2/21 第111回 薬剤師国家試験（〜2/22）
2/28 大学院 臨床薬学シンポジウム
3/8 一般後期入試（〜3/9）
3/19 大学院 学位授与式（3月期）
3/21 卒業式
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1. 教員の受賞など 
 
1. 教員の受賞など 
1-1. 薬学総合研究所 食品薬学研究室 森川敏生 教授の論文が、令和 7 年度生薬学会論文賞を
受賞 

薬学総合研究所 食品薬学研究室 森川敏生 教授の論文が、令和 7 年度生薬学会論文賞を受賞
しました。 
 
本論文は、令和 6 年度に Journal of Natural Medicines 誌に掲載された論文の中でも学術上特
に優れた内容を有するものと認められた論文におくられるものです。 
 
Saeki T, Yamamoto S, Akaki J, Tanaka T, Nakasone M, Ikeda H, Wang W, Inoue M, Manse Y, 
Ninomiya K, Morikawa T. 
Ameliorative effect of bofutsushosan (Fangfengtongshengsan) extract on the progression 
of aging-induced obesity 
J. Nat. Med., 78, 576-589 (2024). 
 
https://www.jsphcg.or.jp/award/ronbunsho_recipient/ 
 
 

1-2. 「世界で最も影響力のある研究者トップ 2%」に本学研究者がランクイン 
スタンフォード大学とエルゼビア社が 2025 年 9 月 19 ⽇に更新・発表した世界のトップ 2％
の科学者を特定する包括的なリスト「標準化された引用指標に基づく科学者データベース（更
新版）」に、本学から「生涯」（career-long）の区分に 2 名、「単年」（single recent year）の区
分に 4 名がランクインしました。 
このリストは、影響力の大きい科学論文を執筆した世界中の科学者を対象として作成されたも
のです。文献データベース（Scopus）に基づき、総被引用回数（自己引用を除く）、h-index、
単著論文数、個別引用論文数、共著調整指数、総被引用回数と個別引用論文数の比率などによ
って研究者の論文への貢献度を重視した標準化された情報を算出し、ランキングがされていま
す。様々な複合指標を基にした多角的な解析がされているため、世界で最も影響力のある科学
者のランキングの一つと言われています。 
 
career-long（生涯）の区分 
川畑 篤史  (薬学部 医療薬学科/薬学研究科/薬学総合研究所 教授) 
森川 敏生  (薬学総合研究所 薬学研究科/アンチエイジングセンター 教授) 
※公表データ順 

TOPICS 
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single recent year（単年）の区分 
森川 敏生  (薬学総合研究所 薬学研究科/アンチエイジングセンター 教授) 
川畑 篤史  (薬学部 医療薬学科/薬学研究科/薬学総合研究所 教授) 
⻑井 紀章  (薬学部 医療薬学科/薬学研究科 教授) 
緒方 文彦  (薬学部 医療薬学科/薬学研究科 准教授) 
※公表データ順 
 
参考サイト： August 2025 data-update for "Updated science-wide author databases of 
standardized citation indicators" - Elsevier BV  

 
 
1-3. 病態薬理学の坪田 真帆 准教授が JAPAN PAIN WEEK にて最優秀発表賞を受賞 
病態薬理学の 坪田真帆准教授が JAPAN PAIN WEEK にて最優秀発表賞を受賞しました。 
 
学会名：JAPAN PAIN WEEK - JOINT CONFERENCE of 47th JASP, 18th JAMP, 29th JAPR and 
30th JSOP 
賞：最優秀発表賞 
演題名：Oxaliplatin 誘発性末梢神経障害の発現には血小板および好中球由来 HMGB1 が関与す
る 
受賞者：坪田真帆 准教授 
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2. 学会等における学生の受賞 
2-1. 7 名の学生が⽇本薬学会第 145 年会（2025 年 3 ⽉ 26 ⽇〜29 ⽇、福岡）において、学生

優秀発表賞を受賞 
＜口頭発表＞ 
・曽我部 倖大さん（公衆衛生学研究室） 
金属塩化物共存下で焼成した化石サンゴを用いたリン酸の吸着能 
 
＜ポスター発表＞ 
・津田 波音さん（医薬品化学研究室） 
ブロモクロロメタンを用いたカルボン酸のクロロアルキル化反応の開発 
 
・片桐 龍也さん（医薬品化学研究室） 
オルト位の置換基効果に着目した新規 PMB 型保護基の開発 
 
・岡口 莉子さん（医薬品化学研究室） 
硫⻩化合物を活性化剤とした不活性な芳⾹環のハロゲン化反応の開発 
 
・水野 友理さん（公衆衛生学研究室） 
人工腸液条件下における健康食品と生活習慣病治療薬との相互作用に関する研究 
 
・山田 玲実さん（食品薬学研究室） 
Gedunin 型リモノイドの HSF-1 経路活性化を介したメラニン産生抑制活性 
 
・鈴木 璃子さん（有機薬化学研究室） 
毛乳頭細胞増殖作用を有するエビネ成分 Calanthoside 誘導体の合成とその構造活性相関研
究 

 
⽇本薬学会第 145 年会 公式 HP 
https://pub.confit.atlas.jp/ja/event/pharm145 
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2-2. ⽇本薬史学会 2024 年会にて薬学部学生が優秀発表賞を受賞 
⽇本薬史学会 2024 年会が 2024 年 11 月 2 ⽇に開催され、薬用資源学研究室の学生が優秀発表
賞を受賞しました。 
 
坂東 桜羽 （薬学部創薬科学科 薬用資源学研究室) 
演題：近畿大学所蔵のペニック標本の調査研究 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

2-3. 第 147 回⽇本薬理学会近畿部会で優秀発表賞を受賞 
第 147 回⽇本薬理学会近畿部会で優秀発表賞を受賞しました。 
 
学会名：第 147 回⽇本薬理学会近畿部会（https://rm.pharmacol.or.jp/147kinki/） 
 
受賞学生：酒井貴之 
演題名：アトピー性皮膚炎病態の IgE 抗体産生におけるケモカイン CCL28 の役割の解明 
 
受賞学生：急式杏樹 
演題名：ケモカイン CCL28 が気管支喘息において気道上皮細胞に与える影響の解析 
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2-4. 第 42 回和漢医薬学会学術大会（2025 年 8 ⽉ 23-24 ⽇）にて優秀発表賞【口頭発表】を
受賞 
第 42 回和漢医薬学会学術大会（2025 年 8 月 23-24 ⽇）にて、薬学総合研究所 食品薬学研究
室の学生が優秀発表賞【口頭発表】を受賞しました。 
 
O4-2★  
高田 隆矢（薬学研究科薬学専攻博士課程 １年 薬学総合研究所 食品薬学研究室） 
「"地膚子" 含有 momordin Ic の脂質吸収抑制作用」 
 
https://med-gakkai.jp/wakan42/ 
https://www.wakan-iyaku.gr.jp/news/2025/09/19/11417/ 

 
 
2-5. ⽇本生薬学会第 71 回年会（2025 年 9 ⽉ 14-15 ⽇，熊本，崇城大学薬学部）にて薬学総合

研究所 食品薬学研究室の所属学生が優秀発表賞【口頭発表】を受賞 
⽇本生薬学会第 71 回年会（2025 年 9 月 14-15 ⽇、熊本、崇城大学薬学部）にて薬学総合研究
所 食品薬学研究室の所属学生が優秀発表賞【口頭発表】を受賞しました。 
 
O04-1 ⻄川 勝悟（薬学研究科薬科学専攻博士前期課程 ２年 薬学総合研究所 食品薬学
研究室） 
「クジン (Sophora flavescens Aiton, 根) の新規プレニルフラボノイドおよび抗炎症作用成
分」 
 
https://smartconf.jp/content/jsp71/award 
 
 

2-6. 第 75 回⽇本薬学会関⻄⽀部総会・大会（2025 年 10 ⽉ 4 ⽇，同志社⼥⼦大学 京田辺キャ
ンパス）にて本学の学生６名が優秀賞を受賞 
第 75 回⽇本薬学会関⻄支部総会・大会（2025 年 10 月 4 ⽇，同志社⼥子大学 京田辺キャンパ
ス）にて本学の学生６名が優秀賞を受賞しました。 
 
【優秀口頭発表賞】 
前田 湧斗（薬学部創薬科学科 4 年 薬物動態学研究室） 
演題名：「レオウイルスによる免疫細胞の腫瘍内浸潤活性化機構に関する検討」 
 
曽我部 倖大（薬学研究科薬科学専攻 1 年 公衆衛生学研究室） 
演題名：「リン酸イオン吸着剤としての化石サンゴの処理に適した無機塩の探索」 
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【優秀ポスター発表賞】 
⻄川 陽斗（薬学部創薬科学科 4 年 有機薬化学研究室） 
演題名：「天然薬物 Mammea siamensis 由来ゲラニル多置換クマリン Kayeassamin A の全
合成研究」 
 
浦 明里（薬学部医療薬学科 5 年 薬学総合研究所 食品薬学研究室） 
演題名：「Dorema ammoniacum に含有されるセスキテルペンクマリンの構造解析」 
 
石倉 優斗（薬学部創薬科学科 4 年 病態薬理学研究室） 
演題名：「線維筋痛症モデルマウスにおける結腸過敏：核内タンパク HMGB1 の関与について」 
 
田中 理愛（薬学部創薬科学科 4 年 製剤学研究室） 
演題名：「カルボポールを基剤としたイソコナゾール経皮適用ゲルの開発と皮膚浸透性挙動の
評価」 
 
https://shibu-pharm-kansai.hcom.co.jp/award.php 
  

 
2-7. 創薬科学科の学生が第 48 回⽇本分⼦生物学会年会の【MBSJ-EMBO Poster Award 2025】
を受賞 
創薬科学科の学生が、第 48 回⽇本分子生物学会年会の【MBSJ-EMBO Poster Award 2025】
を受賞しました。 
 
受賞者：創薬科学科 4 回生（薬学総合研究所 先端バイオ医薬研究室）緒方来実 
 
演題番号：1P-972 
演題：FoxO3a はミトコンドリアダイナミクスを制御することで皮膚の恒常性維持に寄与する 
 
受賞に係る web ページ：https://www.aeplan.jp/mbsj2025/mbsj_embo.html  
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2-8. 病態薬理学研究室所属の学生が第 99 回⽇本薬理学会年会において優秀発表賞を受賞 
学会名：第 99 回⽇本薬理学会年会 
賞：年会優秀発表賞 
演題名：酸性生食片脚筋注による線維筋痛症モデルマウスにおける両足アロディニアへの骨髄
系細胞・血小板複合体の関与 
 
受賞者：病態薬理学研究室 M1 三井鈴華 
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3. 研究成果 
3-1. ナノ化ミノキシジルによる早い発毛効果とそのメカニズムを解明 (2025.6.2-News 

Release) 
大正製薬株式会社と、薬学部医療薬学科製剤学研究室 教授 ⻑井紀章は、共同研究を実施し、
発毛成分であるミノキシジルをナノ粒子化する技術を開発しました。マウスを用いた実験によ
り、ナノ粒子化されたミノキシジルが毛包へと効率的に送達され、発毛に関わる細胞が活性化
し、発毛効果を早める可能性が示唆されました。なお、本研究の一部は Biological and 
Pharmaceutical Bulletin に掲載されました。 

 

 
 
3-2. ＜国際学術誌「PLOS One」に掲載＞ビタミン C 誘導体・セージエキスに関する新知⾒ 〜

シミの一因"慢性炎症"を防ぐ世界初のシミ対策 (2025.6.11-News Release) 
小林製薬株式会社は、薬学総合研究所 森山博由准教授との共同研究にて、ビタミン C 誘導体
（L-アスコルビン酸 2-グルコシド）およびセージエキスが、紫外線や加齢に伴う慢性炎症で
生成される炎症性物質（GM-CSF）の発現を抑制することにより、シミの原因となるメラニン
の生成を防ぐ作用を発見しました。本研究成果は国際学術誌「PLOS One」に 6 月 10 ⽇付で
掲載されました。 
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3-3. 漢方薬「防風通聖散」が加齢による内臓脂肪蓄積を抑える効果を発⾒ 令和 7 年度生

薬学会論文賞を受賞 過剰な内臓脂肪や肝臓の異所性脂肪へのアプローチ (2025.11.7-
News Release) 
小林製薬株式会社は、薬学総合研究所 教授 森川敏生の協力の下、肥満症などに用いられる
漢方薬「防風通聖散（ぼうふうつうしょうさん）」が、加齢により蓄積する過剰な内臓脂肪や肝
臓の異所性脂肪を抑えることを発見しました。本研究成果は、天然由来の医薬品に関する国際
的な学術雑誌「Journal of Natural Medicines」において発表し、令和 7 年度生薬学会論文賞を
受賞しました。この賞は令和 6 年度に Journal of Natural Medicines 誌に掲載された論文の中
でも学術上特に優れた内容を有すると認められた論文に贈られるものです。 

 

 
 
3-4. 第 42 回和漢医薬学会学術大会での共同研究発表が優秀発表賞に選出 「水耕栽培によ

るセンブリの効率的な生産方法の検討」(2025.11.20-News Release) 
三進金属工業株式会社は、薬学総合研究所の森川敏生教授らとの共同研究において、⽇本三大
⺠間薬のひとつであるセンブリの水耕栽培による効率的な生産方法を検討し、⼟耕栽培と遜⾊
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なく栽培でき、かつ、栽培期間を短縮できる生産方法を確立しました。本研究成果について、
2025 年 8 月 23-24 ⽇に広島大学霞キャンパスにて開催された第 42 回和漢医薬学会学術大会
にて発表（発表者：三進金属工業株式会社サイエンス事業部戦略的基盤研究センター 係⻑ 
佐々木将太郎）し、優秀発表賞に選出されました。 

 

 
 
3-5. 米糠の副産物から 3 種の新規化合物を発⾒し、その化学構造を解明 このうち 1 種が

皮膚のバリア機能を高めることを明らかに(2025.12.15-News Release) 
薬学総合研究所 教授 森川敏生と、オリザ油化株式会社 研究開発本部⻑ 下田博司らの研究
グループは、米糠から油を抽出する際に生じる副産物から、脂質である「アシル化グルコシル
セラミド」の新規化合物 3 種を世界で初めて発見し、その化学構造を明らかにしました。さら
に、そのうちの 1 種が角層のバリア機能を高めることを、ヒトの表皮を再現した組織モデルを
用いて明らかにしました。本研究成果によって米糠の副産物から得られる新しい脂質の機能性
が明らかになり、今後その機能性をさらに解明することで、化粧品や機能性食品への応用が期
待されます。 
本件に関する論文が、令和 7 年（2025 年）11 月 26 ⽇（水）に、天然物に関する専門紙
"Phytochemistry Letters（ファイトケミストリー レターズ）"にオンライン掲載されました。 
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3-6. オリザセラミド®の免疫賦活メカニズムを樹状細胞で解明 -オリザ油化と近畿大学の
産学連携研究を論文発表- (2026.2.4-News Release) 

オリザ油化株式会社は、米由来セラミド素材であるオリザセラミド®の研究において、免疫応
答の中で最も重要な役割を担う樹状細胞に対するグルコシルセラミドの機能性とそのメカニズ
ムを、薬学総合研究所との産学連携によって明らかにしました。そしてこの度、本研究内容に
関する科学論文が⽇本生薬学会提携誌である Journal of Natural Medicines に掲載されまし
た。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
3-7. 解熱鎮痛薬アスピリンと低酸素環境が「PIK3CA 変異型大腸がん」の細胞内グルタミ

ン蓄積を促進 〜細胞内に蓄積したグルタミンを標的とした新たな治療戦略へ〜 
(2026.3.25-News Release) 

学校法人関⻄医科大学附属病院臨床腫瘍科 診療講師 朴将源と本学薬学部医療薬学科准教授 
山本哲志、京都府公立大学法人京都府立医科大学大学院医学研究科分子標的予防医学講師 渡
邉元樹らの研究チームは、実際のがん組織に近い「低酸素環境」において、解熱鎮痛薬のアス
ピリンが、特定の遺伝子変異（PIK3CA 変異）を持つ大腸がん細胞内へのグルタミン（アミノ
酸）の蓄積を特異的に促進することを明らかにしました。グルタミンの蓄積は、がん代謝阻害
剤による重要な治療標的となります。この結果により、既存薬であるアスピリンの抗腫瘍効果
を最大化させる新たな併用治療戦略の糸口となることが期待されます。 
なお、本研究をまとめた論文が『Scientific Reports』（インパクトファクター：3.9）に 2026
年 3 月 24 ⽇（火）19 時付で掲載されました。 
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3-8. 薬学部生化学研究室研究者が参画した研究成果が Science 誌に掲載(2026.3.25) 
ヒト細胞における遺伝暗号の使い分けを認識する分子機構を解明した研究成果が、国際的に極
めて高い影響力を持つ総合科学誌 Science（2-year Impact Factor : 45.8, 5-year Impact 
Factor : 49.7）に 2026 年 3 月 19 ⽇オンライン掲載されました。 
 
本研究は、京都大学大学院医学研究科、理化学研究所を中心とする国際共同研究として実施さ
れたものであり、RNA 結合タンパク質 DHX29 が非最適コドンを感知するセンサーとして機
能し、翻訳抑制複合体 GIGYF2-4EHP を介して mRNA 発現を制御する分子機構を明らかにし
たものです。 
本成果は、コドン使用に基づく遺伝子発現制御の理解を大きく前進させるとともに、生命現象
の基盤理解や RNA 創薬研究への展開が期待されます。 
本研究には、薬学部 生化学研究室 教授 藤原俊伸 および 講師 深尾亜喜良 が共同研究者とし
て参画し、翻訳制御機構の解明に重要な貢献を果たしました。 
本学薬学部では、翻訳制御や RNA 生物学を基盤とした先端的生命科学研究を推進しており、
本成果はその研究活動の国際的評価の高さを示すものです。 
今後も基礎生命科学の深化と医療応用への展開を目指し、国際共同研究を通じた研究推進を図
ってまいります。 
 
論文情報 
Human DHX29 detects non-optimal codon usage to regulate mRNA stability 
Science (2026) 
DOI: 10.1126/science.adw0288  
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4. 産学連携、イベントなど 
4-1. 近畿大学薬学部×UHA 味覚糖「KISS LABO sports」始動！ 完全食ブランド「COMP」

でアメフト部員の栄養サポートを開始 (2025.6.24-News Release) 
薬学部と UHA 味覚糖株式会社は、アスリートのパフォーマンス向上と健康支援を目的とした
取り組み「KISS LABO sports」を始動させます。 
第 1 弾として、令和 7 年（2025 年）6 月 24 ⽇（火）から、薬学部教授 多賀淳の監修のもと、
UHA 味覚糖グループの完全食ブランド「COMP」を活用し、近畿大学体育会アメリカンフット
ボール部「KINDAI BIG BLUE」への栄養サポートを実施しました。⽇常の食生活から競技力を
支える新たな産学連携プロジェクトです。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

4-2. 【⽇本初】花粉による「目」と「鼻」の不快感にアプローチ！ 近畿大学との共同開発で
生まれた機能性表示食品 『プレミアム 3 ⽉からのサプリ』新発売 (2025.9.1-News Release) 
株式会社ナチュレ‧ホールディングス（ナチュレサプリメント運営）は、近畿大学との共同開発
により、ハウスダスト‧ホコリ‧花粉による「目」と「鼻」の不快感を軽減する機能性表示食品
『プレミアム 3 月からのサプリ』を、2025 年 9 月 1 ⽇（月）から、全国百貨店直営店舗と公
式 EC サイトにて新発売しました。 
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4-3. 近畿大学附属小学校 3 年生を対象に「お薬教室」を開催 実際に⾒て触れて考えて、大学
教員が薬の疑問を解決 (2025.11.26-News Release) 
近畿大学附属小学校は、2025 年 12 月 4 ⽇（木）、大学との連携授業の一環として近畿大学薬
学部医療薬学科准教授 船上仁範を講師に迎え、小学 3 年生 118 人を対象に「お薬教室」を開
催しました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
4-4. パキッ、チュッ！常識を覆す「カード型」ノンカフェイン濃縮エナジー補給 片手 0.5 秒、

集中を途切れさせない UHA 味覚糖「ENERGY ARTS」 ストリートファイター6 コラボ 
Makuake で 1 ⽉ 23 ⽇ (2026.1.20-News Release) 
UHA 味覚糖株式会社と近畿大学は、応援購入サービス「Makuake（マクアケ）」にて、共同開
発した全く新しい補給体験を提供するエナジー商品『ENERGY ARTS（エナジーアーツ）』を、
2026 年 1 月 23 ⽇（金）より先行販売しました。 
本商品は、エナジードリンクでありながら「飲む」という常識を覆す、カード型の"スマート補
給"ツールとして開発されました。さらに、人気格闘ゲーム『ストリートファイター6』の全 24
種類のデザインを施した限定パッケージ仕様で、コレクション性にも富んだ特別企画です。 
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4-5. 近畿大学×加美乃素本舗 共同開発スキンケアブランド刷新 近大マグロ由来コラーゲン
配合「ルイキャラット DEEP」4 品を発売酸素ウォーター「Reduce（リデュース）」試飲会の
開催 (2026.1.28-News Release) 
薬学部と株式会社加美乃素本舗は、産学連携により共同開発した「ルイキャラット美容液」を
近大マグロ由来の「フルレングスコラーゲン」を全品に配合した新ブランド「ルイキャラット
DEEP」としてリブランドしました。泡洗顔料、導入乳液、化粧水、美容液の 4 品目を、2026
年 1 月 28 ⽇（水）に加美乃素本舗 公式オンラインショップにおいて発売します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
4-6. 近畿大学附属小学校が 5 年生を対象に「お薬教室」を実施 薬物乱用防止を目的に、薬物

が体や脳に与える影響を知る (2026.2.5-News Release) 
近畿大学附属小学校は、2026 年 2 月 12 ⽇（木）に、大学との連携授業の一環として、薬学部
医療薬学科准教授 船上仁範を講師に迎え、薬物乱用防止について学ぶ「お薬教室」を実施し
ました。 
本校では、薬の役割や飲み方を学ぶ低学年向けのお薬教室も実施していますが、今回は社会問
題となっている薬物乱用の低年齢化を防止する目的で 5 年生 99 人を対象に実施しました。 
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4-7. 近畿大学と Sea&me が共同開発のスキンケアシリーズを刷新 リニューアルした 4 商品

を新宿高島屋でお披露目 (2026.2.18-News Release) 
薬学部医療薬学科教授 多賀淳らが技術協力し、大阪の台所・⿊門市場発のコスメブランド
Sea&me 株式会社が発売しているスッポンコラーゲン化粧品「スペリオルワンシリーズ」がリ
ニューアルされました。2026 年 3 月 1 ⽇（⽇）に、保湿洗顔石鹸、保湿クリーム、導入美容
液、保湿化粧水の 4 商品を発売しました。 
また、発売に先駆け、2 月 18 ⽇（水）から 24 ⽇（火）まで、ベルナチュレール新宿高島屋店
でお披露目イベントを実施しました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
4-8. 近畿大学 マツキヨココカラ＆カンパニー奨学金授与式が挙行 

近畿大学薬学部マツキヨココカラ＆カンパニー奨学金授与式が行われ、薬学部の学生 4 名が採
用されました。 
株式会社マツキヨココカラ＆カンパニー様にご協力頂き、令和 7 年度は近畿大学薬学部生に対
する経済的支援を目的とした奨学金を給付することとなりました。 
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5. メディア 
5-1. 2026.2.12 放送 NHK 奈良「ならナビ」近畿大学附属小学校の取り組みを紹介 

小学 5 年生を対象にした「お薬教室」について放映されました。 
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6. 就職・進路状況 
【医療薬学科】 
病院 (28 名)：近畿大学病院、大阪医科薬科大学病院、大阪けいさつ病院、大阪市⺠病院機構、

大阪府立病院機構、関⻄医科大学附属病院、倉敷中央病院、高知大学医学部附属病院、国
立がん研究センター中央病院、住友病院、生⻑会泉大津急性期メディカルセンター、生⻑
会ベルランド病院、多根総合病院、徳洲会生駒市立病院、兵庫医科大学附属病院、平成記
念病院、松下記念病院、八尾徳洲会病院、和歌山県立医科大学附属病院 

薬局 (59 名)：RISE しろくま薬局、アイングループ、アルカ、ウエルシア、エバグリーン薬局、
クオール、クスリのアオキ、クラフト、ココカラファイン、コスモス薬品、サエラ薬局、
サンドラッグ、スギ薬局、たんぽぽ薬局、プラザ薬局、フロンティア、マツモトキヨシ、
メディカル一光、関⻄メディコ、総合メディカル、中部薬品、⽇本調剤、⽇本メディカル
システム、富士薬品 

企業 (28 名)：IQVIA ジャパングループ、JCR ファーマ、MSD、PALTAC、アース製薬、イーピ
ーエス、シミック、シミックヘルスケア・インスティテュート、ノバルティスファーマ、
ホーユー、メドペイス・ジャパン、花王、大塚製薬、大塚製薬工場、杏林製薬、健栄製薬、
小林製薬、新⽇本科学 PPD、新⽇本科学 SNBL、生化工業、田辺三菱製薬、中外製薬、⽇
本イーライリリー、森下仁丹、湯山製作所 

公務員 (7 名)：PMDA（厚生労働省）、京都府、高知県、神⼾市、堺市、⻑野県、陸上自衛隊 
大学院 (5 名)：近畿大学 
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【創薬科学科】 
企業 (10 名)：EP Link、アルプス薬品工業、イーピーエス、エスアールディ、オリンパス、極

東製薬工業、沢井製薬、三菱製紙、山崎製パン 
大学院 (26 名)：近畿大学、大阪公立大学、大阪大学、九州大学、東北大学、奈良先端科学技

術大学、広島大学 
臨床検査技師 (7 名)：大阪大学医学部附属病院、近畿予防医学研究所、住友病院、摂津医誠会

病院、⽇本赤十字社近畿ブロック血液センター、ペガサス馬場記念病院、洛和会音羽病院 
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7. その他 
7-1. 国際交流 
1) カザフスタン共和国 農業科学アカデミー/植物防疫・検疫科学研究所からの訪⽇団が来訪、
薬学総合研究所 森川敏生 教授との今後の共同研究に関する意⾒交換 (2025.11.14-薬学部
TOPICS) 

2025 年 11 月 13 ⽇(木)、カザフスタン共和国 農業科学アカデミー (National Academy of 
Agrarian Sciences of the Republic of Kazakhstan, NAASRK)の Vice-President (Yerlan A. 
Baidaulet 氏)および植物防疫・検疫科学研究所(Kazakh Research Institute of Plant Protection 
and Quarantine, KazRIPPQ)の CEO (Duissembekov Bakhytzhan 氏)らを代表とする訪⽇団が
本学を来訪され、薬学総合研究所食品薬学研究室 森川敏生 教授と今後の共同研究に関する意
見交換を実施しました。森川教授はかねてより、三進金属工業株式会社との共同研究として
「植物工場を活用する薬草
類の栽培研究」をすすめて
います。今回のカザフスタ
ン訪⽇団の来訪は、その一
環として、カザフスタンで
の植物工場プラントを用い
た栽培生産の実証研究にむ
けた意見交換を実施したも
のです。 
 
 
 
2) 成都中医薬大学からの訪⽇団が薬学部・薬学総合研究所を訪問 今後の学術交流に関する意
⾒交換を実施 (2025.11.18-薬学部 TOPICS) 

2025 年 11 月 17 ⽇(月)、成都中医薬大学 
(Chengdu University of Traditional Chinese 
Medicine) 薬学院副院⻑の章津铭 教授らをは
じめとする訪⽇団が本学薬学部・薬学総合研究
所を訪問され、今後の学術交流に関する意見交
換を実施しました。 
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3) タイ・パヤオ大学の視察団が近畿大学を訪問し、学術的な連携の推進に向けた協議および大
学案内を実施（2025.9.18）。 
 2025 年 4 月に本学との国際交流協定を締結した University of Phayao（タイ）より、学⻑ Dr. 
Supakorn Pongbangpho および薬学部⻑ Dr. Surasak Saokaew を含む視察団が本学を訪れ、近
畿大学薬学部との学術交流の推進を目指した協議を行いました。薬学部からは、川﨑直人 薬学
部⻑、⻑井紀章 教授、緒方文彦 准教授、植松勇伍 助教が参加しました。 

  

University of Phayao より記念品の贈呈 
（左から 2 番目が Dr. Supakorn Pongbangpho、

右端が Dr. Surasak Saokaew） 

全員での集合写真 

 
 その後、公衆衛生学研究室（主宰：川﨑直人 教授）
のスタッフが近畿大学薬学部の各施設（39 号館講義
室、実習室、臨床薬学研修センター）ならびにアカ
デミックシアターや英語村（E3[e-cube]）などの学
内施設を案内し、交流を深めました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
⻄門前で記念撮影 
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7-2. セミナー・シンポジウム等開催 
1) 第 42 回和漢医薬学会学術大会を開催（広島，広島大学霞キャンパス，2025.8.23〜24 開催） 
 2025 年 8 月 23 ⽇（⼟）と 24 ⽇（⽇）の 2 ⽇間にわたり、第 42 回和漢医薬学会学術大会を
広島大学霞キャンパス 凌雲棟 にて開催しました（大会⻑：広島国際大学薬学部 生薬漢方診療
学部門／国立病院機構呉医療センター 漢方診療科 中島正光 教授、実行委員⻑：薬学総合研究
所 森川敏生 教授）。本学会は、和漢薬の資源、品質管理、作用機序、臨床研究などについて科
学的視点から最新の知見を討議し、基礎と臨床の橋渡しをすることを目的に、医学系および薬学
系の和漢生薬学ならびにその周辺領域の産官学研究者が一堂に介し、多岐にわたる研究領域の
成果を発表する場であります。加えて本学術大会は、⽇本薬剤師研修センターの研修単位や⽇病
薬病院薬学認定薬剤師制度、そして、⽇本東洋医学会 専門医・認定更新点数が取得できること
から、医師・薬剤師が自らの資質を向上させるために新しい知識と技能を習得する自己研鑽の場
としても活用されています。大会テーマを『漢方 Next Stage 〜基礎と臨床の融合〜』とし、500
名を超える参加者が一同に会し、会⻑講演、受賞講演、海外からの招待講演を含む 3 席の特別講
演およびシンポジウム 5 席、臨床研究ワークショップ、医師・薬剤師のための実践漢方教育講座
に加えて 100 題の一般
演題があり、各会場で
は活発な討論が行われ
ました。また、「漢方で
体を変える！コロナの
後遺症や体質へのアプ
ローチ」と題した市⺠
公開講座も開催しまし
た。大会初⽇の夕刻に
はホテルグランヴィア
広島にて懇親会を開催
し、約 120 名が参加す
るなど盛会裡に終える
ことができました。 
 
2) 第 7 回近畿大学大学院臨床薬学シンポジウム開催 (2026.2.28) 

第 7 回近畿大学大学院臨床薬学シンポジウムが、2026 年 2 月
28 ⽇（⼟）に近畿大学東大阪キャンパス 39 号館にて開催され
ました。教育講演として名城大学薬学部 教授の大津 史子先生
にご登壇を頂き、一般演題として連携大学院生のほか連携施設
薬剤師による臨床研究関連テーマでの計 9 演題の発表がありま
した。参加者は 100 名でした。活発な質疑応答や意見交換が行
われ、本シンポジウムの目的である、連携大学院制度における
連携施設との交流が十分に図られました。 
 
 

産経新聞中四国版 2025.7.26 
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3) 第 69 回香料・テルペンおよび精油科学に関する討論会 =TEAC 創立 70 周年記念大会= を
開催（徳島，徳島文理大学徳島キャンパス，2025.11.1〜4 開催） 
 2025 年 11 月 1 ⽇（⼟）から 4 ⽇（火）の 4 ⽇間にわたり、第 69 回⾹料・テルペンおよび精
油化学に関する討論会 (TEAC) を徳島文理大学徳島キャンパスにて開催しました（代表世話人：
徳島文理大学薬学部／生薬研究所 山本博文 教授，本部事務局（幹事）：薬学総合研究所 森川敏
生 教授ら）。本討論会は⽇本化学会の分科会として設立されたもので、2025 年で創立 70 周年
を迎えました。⾹料化学、テルペン類の化学反応と合成、精油成分とその化学構造および⾹料・
テルペンに関わる生物・生体関連化学に関する理工農薬学ならびにその周辺領域の産官学研究
者が一堂に介して開催されます。今回は国内外の約 300 名の研究者が参集し、基調講演、3 題の
特別講演、3 題の依頼講演に加え 100 題の一般口頭発表があ
り、各会場では活発な討論が行なわれました。懇親会は 11
月 3 ⽇の夕刻に徳島グランヴィリオホテルにて約 130 名が
参加し、また、4 ⽇はエキスカーションを実施、海外参加者
を含めた 20 名超の参加者による交流がはかられるなど、盛
会裡に終えることができました。今回は TEAC 創立 70 周年
にあたる記念大会として、タイ国立チュラポーン研究所
(Chulabhorn Research Institute, Thai) 所⻑のチュラポーン
王 ⼥ 殿 下  (Professor Dr. Her Royal Highness Princess 
Chulabhorn Krom Phra Srisavangavadhana)の TEAC 学術
賞の受章式典を予定しておりましたが、当⽇のご臨席が中止
となり、後⽇（12 月 17 ⽇）に代表幹事である徳島文理大学 
浅川義範 教授を代表とした本部事務局幹事による TEAC 代
表団がタイ王国大使館（東京）を訪問し式典を挙行しました。 
 
4) 夏休み小学生イベント「葛根湯を作ってみよう！」を実施（2025.8.6 開催） 
 2025 年 8 月 6 ⽇、近畿大学東大阪キャンパス アカデミックシアター6 号館 THE GARAGE に
おいて、地域の小学生とその家族を対象とした夏休みイベントを開催しました。近畿大学アカデ
ミックシアターの「生薬の図書館プロジェクト」（代表：薬用資源学研究室 髙浦佳代子講師）と
近畿大学薬用植物園（園⻑：薬用資源学研究室 
遠藤雄一教授）が連携し、クラシエ株式会社の協
力のもと実施されたこのイベントには 23 名の親
子が参加しました。参加者たちは実際の生薬に触
れたり葛根湯を作成したりする経験を通じて、漢
方薬の基礎知識について学びました。この取り組
みを通じて、地域の方々に生薬や漢方への正しい
理解を深めて頂くとともに、社会や地域への機会
としました。 
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7-3. 高大連携 
現役高校生の探求学習を薬学総合研究所および共同利用センターでサポート (2026.1.14-薬学
部 TOPICS) 
 薬学総合研究所食品薬学研究室 森川敏生 教授 と共同利用センター 丸本真輔 講師 は、大
阪⼥学院高等学校国際バカロレアコースの現役学生が自ら立案した化学実験「ほうれん草の葉
酸含有量は、ほうれん草を植えてからどの段階で生成され、どの段階で最大の含有量になるの
か？」を実証するにあたり、アドバイスと技術的なサポートをおこないました。さらに、夏休み
期間を利用して自⾝が育てた ほうれん草 を持参し、同校の理科専任教員（⿊澤 巌 教諭）の立
ち会いのもとでサンプルの抽出から前処理、そして、LCMS を用いた葉酸分析を行いました。得
られた実験結果は、同校の国際バカロレア（IB）における生物の内部評価課題（IA）の一環とし
て報告しました（論文題目：ホウレンソウ（Spinacia olearaceae L.）の栽培期間が葉酸含有量
に与える影響の調査）。 本学の共同利用センターは、先
端的な機器を数多く備え、学内外の研究者や学生が活用
できるオープンな施設です。今回のように高校生が主体
的に研究に挑戦する機会を提供することで、理系学部へ
の関心を喚起し、将来の研究者や技術者の育成に繋がる
ことを期待しています。 
 
 
 
7-4. 薬学部教養基礎教育部門 薬学部英語教育への取り組み 
1) 英語のブラッシュアップをはかる刺激材料を取り入れた授業 

 
 
Improving TOEIC scores is an important advantage in job-hunting. Starting in 2026, students 
take the TOEIC test soon after enrollment, at the end of the same year, and again the 
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following year to assess their proficiency level. In regular classes, we also introduce tips and 
strategies for improving listening and reading scores. 
 
We also connect online with overseas universities, giving presentations on each otherʼs 
cultures and deepening mutual exchange. In addition, Kindai University has partnered with 
Henry Stewart Talks, a UK-based specialist website that provides presentations on the 
latest research in medicine, pharmacy, and other scientific fields. Students can access the 
videos, scripts, and PowerPoint materials anytime on smartphones, tablets, or other 
devices. This site helps them become familiar with World English, improve their listening 
and presentation skills, and keep up with the latest developments in pharmaceutical and 
medical technologies. 
 
TOEIC スコアの向上は、就職活動に欠かせないアドバンテ
ージとなります。薬学部では 2026 年度から入学してすぐ
と、同年末、翌年度にレベル別の TOEIC 対策講座が受講可
能です。通常授業のなかでもリスニングやリーディング時
にスコアアップにつながるコツなどを取り入れています。
ニーズがあれば、海外の大学とオンラインでつなぎ、互い
の文化などについてのプレゼンテーションを行い、交流を
深めています。また、Henry Stewart Talks というイギリス
のサイエンス系研究者の技術、研究を世界に発信する専門
ウェブ・サイトと提携し、様々な医療・薬学分野において世界各地で行われている最新の研究
のプレゼンテーションを視聴することができます。ワールド・イングリッシュ（世界各国で話
される英語のアクセント）に慣れる、プレゼンテーションの仕方やヒアリングの練習になるこ
とは、もちろん、スマートフォンやタブレットなどのデバイスで、いつでもどこでも閲覧が可
能です。また定期的に Webinar も開催されており学生は、常に最新の薬学・医療技術や情報を
視聴することができます。 
 
2) International Communication Program to Nurture Real-Life English Communication Skills 
即戦力として使える英語を⾝につける実践型のオーラル・イングリッシュプログラム 
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The Japanese Ministry of Health, Labour and Welfare (MHLB) adopted a strategy to expand 
the Japanese pharmaceutical industryʼs share of the global market. Today, many Japanese 
pharmaceutical corporations have international alliances. In fact, it is common for the 
research on a drug to be carried out in Japan and have its manufacture offshored to places 
like India, Malaysia and the Philippines. Communications between these different bases of 
operation often requires proficiency in written correspondence as well as spoken English. In 
this context, successful language learning is not just 
about knowing grammar and vocabulary – it is about 
knowing how to communicate in real-life day-to-day 
situations. The Kindai University Oral English 
program presents students with a variety of tasks 
and exercises that are designed to give students the 
ability and the confidence to express their thoughts 
and ideas in English so that they can effectively 
communicate with others across borders. 
 
3) プレゼンテーションを中心にしたアクティブラーニング型授業 

アクティブラーニング型授業とは教員から学生への一方向な知識の伝達型を中心にした受動
的学習とは異なり、学習者が積極的に能動的な学習に関与する授業の一つの形態です。近畿大
学薬学部では学部の特⾊に応じた医療や科学に特化した ESP 教育に力を入れており、医療、薬
学、科学をテーマにした教材を用いてアクティブラーニング型授業を行っています。授業の中
ではペアワークやグループワークを中心に、協同学習、問題解決学習、話し合い学習、グルー
プ・ディスカッションなどの幅広い授業活動を取り入れながら、3 年生以上の上位学年で必要
な専門分野の論文を読解したり、研究成果を英語で発信するための英語の基礎力を育成してい
ます。特に 1 年生の講義ではプレゼンテーション活動を取り入れた体系的なアクティブラーニ
ング型授業を推進しています。 
 
 
7-5. 薬用植物園 
1） 一般開放 

冬季間を除く平⽇の 10：00〜16：00 に一般開放し、学生や地域住⺠など 2,260 名に見学
していただきました。 
 

2） 附属中学校課外学習受け入れ 
2025 年 4 月 25 ⽇（金）に附属中学校医薬コース 2 年生 40 名の生徒が来園し、講義や園内見
学、薬草茶の試飲により薬用植物や漢方について学びました。 
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3）学生による新入生歓迎の見学会開催 
2025 年 5 月 10 ⽇（⼟）に薬学部自治会や植物研究会、漢方研究会による新 1 回生向けの見
学会が開催されました。 

 
4）薬用植物園見学会の開催 
 講演会や講習会、子ども向け企画など 5 回開催しました。 
 1．お⾹の話 
  6 月 21 ⽇（⼟） 参加者 119 名 
 2．朝の植物園散歩 
  7 月 19 ⽇（⼟） 参加者 30 名 
  3．葛根湯をつくってみよう！ 
  8 月 6 ⽇（水） 参加者 23 名 
 4．ミントの不思議 
  9 月 27 ⽇（⼟） 参加者 106 名 
 5．洋ランの育て方 
  1 月 24 ⽇（⼟）、2 月 14 ⽇（⼟） 参加者計 35 名 
 
5)漢方薬・生薬認定薬剤師への薬用植物園実習開催 
（公財）⽇本薬剤師研修センターからの依頼を受け開催しました。 

2025 年 5 月 31 ⽇（⼟）、2025 年 10 月 18 ⽇（⼟）計 19 名 
6）市⺠団体への講習、見学 

地域貢献の一環として特定の団体向けに講習および園内見学を行いました。 
1．大阪医療技術学園専門学校 

 2025 年 5 月 7 ⽇（水） 76 名 
2．⽇本 OTC 医薬品協会 生薬製品委員会 
  2025 年 5 月 23 ⽇（金） 10 名 
3．NPO 法人大阪府⺠カレッジ東大阪校 

2025 年 5 月 28 ⽇（水） 48 名 
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